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花巻市が進めるコミュニティ・スクール

花巻市では、これまで取り組んできた
「小中連携教育」をさらに充実させるため、
「中学校区」に一つの学校運営協議会の設
置を進めます。
このことにより、小学校から中学校まで

の９年間をとおした「目指す子ども像」を
学校、保護者及び地域住民が共有し、協働
することで、「地域とともにある学校」の
実現を図ります。
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コミュニティ・スクール（CS）って何？

コミュニティ・スクールは、「学校運営
協議会」を設置している学校のことです。
学校運営協議会の委員は、保護者や地域住
民などで構成されます。学校運営協議会は
「頼もしい学校の応援団」の役割を担う組
織であることが期待されています。

学校運営協議会でどんなことをするの？

「学校運営協議会」は、学校と保護者や地
域住民が共通のビジョンのもと、学校運営、
教育活動の在り方、課題解決の方法などに
ついて、一緒に考え、一体となって特色あ
る学校づくりを進めていきます。

機能



学校運営協議会の具体的な役割

1.計画の策定
（１）学校・保護者・地域住民の方など立場の違う委員で構
成された、学校運営協議会において、地域の子どもたちが
どのように育ってほしいのか（育てたいのか）という、
「共通の目標・ビジョン」を協議し、共有します。

（２）「共通の目標・ビジョン」を実現するために、学校・
保護者・地域住民の役割分担を明確にします。

２．実施
計画された「共通の目標・ビジョン」を実現するため、

役割ごとに実施します。
例）テーマ「地域産業や文化への理解を深める」
・学校→地域産業を学ぶ、体験学習、学校行事等で披露
・保護者→地産地消の食材を使用した食事を意識する
・地域住民→指導者、イベントの企画（販売体験）

３．評価
実施した活動について、アンケートを取るなどし

て評価をします。

４．改善策の協議
評価をもとに目標の微調整、計画の見直しを図るなど、

次年度へ向けた改善策を協議します。

※学校運営協議会は、「共通の目標・ビジョン」を実現す
るため、「計画・評価・改善」を協議する重要な役割を果た
します。

学校運営協議会

学校地域・保護者等
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学校運営協議会



地域学校協働活動ってなに？

「地域学校協働活動」は、学校運営協議会で学校・保護

者・地域住民が決定した「共通の目標・ビジョン」を実現
するために、連携・協働して行う様々な活動のことです。

地域学校協働活動の例
※教育振興運動の内容も含まれます。
・学習支援（ゲストティーチャー）・読み聞かせ・環境整備
・登下校の見守り・キャリア教育・郷土芸能・部活動指導
・「早寝早起き朝ごはん」運動
・「情報メディアとの上手な付き合い方」 など

①地域活動への参加
稲作学習後に地域のイ
ベントで米飯販売

②成果発表
学習発表会での発表
郷土芸能・偉人など

総合的な学習（ゲストティーチャー）

地域学校協働活動 事例

湯本小学校 「ふるさと学習の充実」



地域コーディネーターってなに？

地域コーディネーターは、地域に根差し
た活動をしている人材や団体を掘り起こし、
学校運営協議会で決まった活動がスムーズ
に進むように、学校と地域を繋げてくれる
パイプの役割をします。

地域コーディネーター 活動

学習支援に繋がる人材・施設・企業の
発掘とそれぞれの連携を図る

①学習支援につながるゲストティーチャー（美術、
家庭、郷土芸能など）や読書推進につながる読書
ボランティア等の発掘と活用による学力向上を図
ります。

②地元企業との連携によるキャリア教育・職場体
験施設の充実を図ります。

③学習支援や職場体験などを通し、子どもたちが
地域行事へ参画する機会を創出し、地域の活性化
へ繋げます。



コミュニティ・スクールを
設置するメリットは？

１．子どもは、地域の人々と触れ合うこと

で、体験活動が充実します。

２．保護者は、地域全体で子どもが育てら

れることへ の安心感をもてます。

３．地域は、子どもや保護者と直接かかわ

りを持つことで、「地域の活性化」に繋が

ります。



１．小学校と中学校の連携

これまでも取り組んできた小学校と中学

校の連携を、さらに充実させます。

２．中一ギャップの解消

子どもたちが中学進学により生じる学習

内容や生活リズムの変化などの困り感を減

らします。

３．「育てたい子どもの姿」の共有

学校・保護者・地域住民が小学校から中

学校までの「育てたい子どもの姿」を共有

し、協働することで教育環境の向上を図り

ます。

コミュニティ・スクールの設置 はなまき版

中学校区への設置で、さらに深まるメリット


